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地域ゼロカーボンWG「地域連携における大学の役割」ミニセミナー・情報交換会



学校法人立命館のあらまし
• 創設 1900年
• 大学創立 1922年
• 構成：立命館大学（4キャンパス） 立命館アジア太平洋大学

立命館慶祥中高，立命館小中高，立命館宇治中高
立命館守山中高

• 学生・生徒・児童総数 約4.5万人
• 教職員総数 約3,500人
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立命館カーボンニュートラル目標(2030年）
２大学（5キャンパス）・5附属校（小学校１校、中学校・高等学校各4校）全てのキャンパス(約20,000m2)に
おいて、省エネ・創エネの取り組みを推進。立命館学園全体として2030年度カーボンニュートラルを目指す。

出典：立命館大学HP
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全キャンパス（附属校を含む）において、2030年度カーボンニュートラルを目指す

学校法人立命館の特徴を踏まえた、「カーボンニュートラル  立命館モデル」を推進する環境目

標
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京都市脱炭素先行地域推進計画における本学の取組み
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既存の太陽電池に比べて以下の特徴を有しており、シリコン太陽電池を超える性能が期待される。
①少ない製造工程で製造が可能（製造コスト↓）
②プラスチック等の軽量基板の利用が容易（軽量性、柔軟性◎）
③主要材料であるヨウ素の生産量が多い（日本が世界シェア30%）

＜特徴＞

軽量で柔軟

超小面積セル

事 例 ❶ 技術開発：ペロブスカイト太陽電池（理工学部 峯元高志 教授）

CNに関連する立命館の研究事例
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事 例 社会実装：カーボンマイナスプロジェクト (日本バイオ炭研究センター)

CNに関連する立命館の研究事例

バイオ炭による炭素貯留のカーボンマイナスのプラットフォームとビジネス・エコシステムの形成を促して、
製炭業者や農家だけではなく、消費者、企業等を含めた多様な事業者・個人の共創・共生を創出するプロ
ジェクト。Jクレジット制度に対応するエコシステムの構築を目指す。

依田祐一 徳田昭雄
経営学部・教授

❷
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事 例

CNに関連する立命館の研究事例
社会実装：人材育成モデル開発（産業社会学部 永野聡 准教授）

地方では過疎化や高齢化による地域
経済の低迷、後継者不足による地域
資源の消失などさまざまな問題。
→CO₂実質排出量ゼロに向けた環境
投資に踏み切れない地域がある。

＜背景＞

カーボンニュートラルと経済成長
の両立させる地域社会のGXに向け
て、中核的な役割を担うグリーン
ソーシャルイノベーター人材の育
成に向けた社会的な仕組みの確立。

＜目的＞

キャプラン株式会社(パソナグループ)との共同研究：「グリーンソーシャルイノベーター人材育成プロ
グラム」における、学生の行動変容やスキル向上に向けた学習内容の有効性を検証。当プログラムの他
学部・他大学への展開や、企業におけるGX人材の育成に向けた研修プログラムへの応用を目指す。

❸
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全キャンパス（附属校を含む）において、2030年度カーボンニュートラルを目指す
学校法人立命館の特徴を踏まえた、「カーボンニュートラル  立命館モデル」を推進する

環 境 目 標事 例

キャンパスの落ち葉を腐葉土化し、野菜づくりに活用

正 課

課外活動

地域と共同運営する“きぬがさ農園”で野菜づくりや花卉栽培に活用

収穫した野菜の多くは立命館生協食堂にて食材として活用・消費

京都市右京区京北町における野菜づくりに活用

キャンパス内で販売する野菜スープや弁当等の食材として活用・消費

腐葉土の
活用方法

消費
方法

2020年度は約1万3000ℓの落ち葉を腐葉土に変え、農園に還元

教養科目「シチズンシップスタディーズ」
協力：学生団体「きぬがさ農園Kreis」❶ 事 例 ❷ 課外活動

課外活動 学生団体「Uni-Com」

キャンパスで発生する野菜くずを堆肥化して「ごみ減量」
「廃棄物有効活用」に貢献

大学の食堂から出る生ごみなどの有機廃棄物を堆肥化させ、
できあがった有機肥料を地域に還元する、産学・地域連携型のプロジェクト

つくる

コンポスト事業

生ごみを堆肥化し、
地域に還元

伝える

食育事業

食を取り巻く
社会の仕組みを
子どもたちに教育

繋がる

地域活性化事業

イベントを通じた
地域交流

事 例 ❸ 課外活動
課外活動 学生団体「OIC×BBSカーボンマイナスプロジェクト(通称：クルベジプロジェクト)

キャンパスで展開する地域連携の事例
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大阪いばらきキャンパス（OIC）のある大阪府茨木市では、管理されていない竹による“竹害” が問題となっている。
この竹を伐採、焼いて竹炭にし、畑に入れて野菜を栽培する取り組みを展開。

植物は二酸化炭素を吸収するが、枯れると外に排出してしまう。しかし、竹や木などは焼いて炭にすると、
炭素(C)を固定することができる。それを地中に埋め、空気中の酸素（O）との結びつきを防ぐことで、
二酸化炭素(Co2)の削減につながる。
炭を入れた畑で作った野菜のことを『二酸化炭素を減らすことで地球を冷やす野菜＝クールベジタブル』と呼んでいる。

2022年度に、採れたてのクールベジタブルで作ったカレーを提供する『カレー祭り』を開催。
『食べるだけでエコ』な商品として、クールベジタブルの市場での販売を少しずつ開始している。
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